
数字で見る復興進捗状況

205地区

34地区

・防災集団移転促進事業（大臣同意）

・土地区画整理事業（都市計画決定）

43.5%

56.3%

34.8%

岩手県

宮城県

福島県

■復興まちづくり※1

■がれき処理※2

※1復興まちづくり 1月 31日時点 復興庁発表
※2 がれき処理 2月 28日時点 環境省発表
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3 県・57 地区

3県・224 地区

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト 

東
北
就
労
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｓ
Ｒ
Ｏ
Ｉ
で
事
業
評
価

社
会
的
価
値
を
貨
幣
換
算
　
社
会
事
業
評
価
の
新
潮
流
と
な
る
か

　

日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は
、
昨
年
よ
り
推
進
し
て
い
た
東
北
就
労
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
東
北
Ｕ
Ｐ
」
の
成
果
を
発
表
し
た
。
成
果
評
価
に
は
、
欧
米
で
社
会
事
業
の
効
果
測
定

に
活
用
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｒ
Ｏ
Ｉ
（Social Return On Investm

ent

）
を
採
用
。
１
年

間
の
付
加
価
値
は
、
投
資
額
に
対
し
て
約
４
・
５
倍
の
７
千
６
百
万
円
と
な
っ
た
。

就
労
以
外
の
効
果
も 

可
視
化

　

東
北
Ｕ
Ｐ
は
、
被
災
３
県
に

お
い
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
を
通

じ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
講
習
お
よ

び
就
労
支
援
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
。
講
習
実
施
等
の
運
営
も

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
ゆ
だ
ね
る
形
で
行
わ

れ
て
き
た
。
現
在
ま
で
に
被
災

3
県
で
17
名
の
講
師
を
地
元
Ｎ

Ｐ
Ｏ
に
養
成
し
、
の
べ
８
５
１

人
に
対
し
て
就
労
支
援
講
座
を

開
催
。
求
職
者
の
就
労
率
も

45
％
と
な
り
、
一
定
の
成
果
を

達
成
し
た
か
た
ち
と
な
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
は
本
事
業
に
つ
い
て
、
ビ
ズ

デ
ザ
イ
ン
株
式
会
社
に
よ
る
Ｓ

Ｒ
Ｏ
Ｉ
を
用
い
た
第
三
者
評
価

を
受
け
た
こ
と
だ
。
Ｓ
Ｒ
Ｏ
Ｉ

は
欧
米
で
開
発
さ
れ
た
社
会
事

業
評
価
の
手
法
で
、
計
測
が
難

し
い
と
さ
れ
る
社
会
的
便
益
に
つ

い
て
も
貨
幣
価
値
に
換
算
す
る

も
の
。
講
座
開
催
数
や
就
労
率

と
い
っ
た
数
値
化
し
や
す
い
指
標

だ
け
で
な
く
、
作
業
の
生
産
性

や
キ
ャ
リ
ア
へ
の
意
欲
向
上
、
人

間
関
係
の
改
善
と
い
っ
た
定
性

的
な
効
果
も
貨
幣
価
値
換
算
す

る
と
こ
ろ
が
特
徴
だ
。

　

同
事
業
に
お
い
て
は
、
開
始

時
点
か
ら
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
な
ど
を
重
ね
ア
ン
ケ
ー

ト
を
設
計
。
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

（
受
講
者
、
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の

関
係
者
）
の
事
業
に
よ
る
変
化

を
調
査
す
る
こ
と
で
、
綿
密
な

効
果
項
目
の
洗
い
出
し
と
そ
の

価
値
の
数
値
化
を
実
現
し
た
。

「
当
初
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
効

果
も
確
認
で
き
た
こ
と
が
大
き

な
収
穫
」
と
本
事
業
を
担
当
し

た
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
龍
治
玲
奈

（
り
ゅ
う
じ
れ
な
）
さ
ん
は
話
す
。

就
労
よ
り
も
ス
キ
ル
向

上
に
高
い
付
加
価
値

　

今
回
の
Ｓ
Ｒ
Ｏ
Ｉ
第
三
者
評

価
の
結
果
で
、
本
事
業
の
生
み

出
し
た
効
果
は
７
千
６
百
万
円

と
な
っ
た
。
そ
の
内
訳

を
見
る
と
最
も
付
加

価
値
が
大
き
か
っ
た
の

は
「
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
向

上
に
よ
る
生
産
性
の

向
上
」
と
な
り
、
金

額
に
す
る
と
２
千
万

円
を
超
え
る
。
Ｓ
Ｒ

Ｏ
Ｉ
に
お
い
て
は
、
事

業
に
よ
る
変
化
の
う
ち

社
会
的
価
値
が
認
め

ら
れ
る
も
の
を
、「
行

政
コ
ス
ト
の
削
減
」

「
相
当
の
民
間
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
た
際
の
費

用
」「
受
益
者
に
生
じ

た
新
た
な
生
産
活
動
額
」
な
ど

の
観
点
か
ら
貨
幣
価
値
に
換
算

す
る
。

　

こ
の
２
千
万
円
算
出
の
ロ

ジ
ッ
ク
と
し
て
は
、
最
後
の

「
新
た
な
生
産
活
動
額
」
の
観

点
で
、
最
低
賃
金
に
短
縮
さ
れ

る
時
間
（
３
个
月
間
で
設
定
）

を
乗
じ
る
と
い
う
も
の
。
他
、

就
労
効
果
は
給
与
・
報
酬
の
金

額
（
１
年
で
設
定
し
、
事
業
の

寄
与
度
と
し
て
33
％
を
乗
じ
て

い
る
）、
孤
立
解
消
は
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
費
用
と
い
っ
た
形
で
一

つ
ひ
と
つ
項
目
ご
と
に
算
出
さ

れ
て
い
る
。

評
価
を
元
に
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
改
善

　

事
業
効
果
の
可
視
化
に
加
え
、

Ｓ
Ｒ
Ｏ
Ｉ
に
は
も
う
一
つ
の
効

果
が
あ
る
。「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
事
業
は

独
り
よ
が
り
に
な
っ
て
は
な
ら

な
い
。
評
価
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ

て
徹
底
的
に
議
論
す
る
こ
と
で
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
善
効
果
が
出

て
く
る
」（
龍
治
さ
ん
）。
例
え

ば
今
回
の
評
価
結
果
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
重
要
性

が
確
認
さ
れ
、
ま
た
連
携
先
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

も
視
座
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
う
し
た
結
果
を
今
後
の
施
策

に
活
か
し
て
い
く
こ
と
の
価
値

は
、
企
業
の
視
点
で
は
事
業
効

果
の
検
証
と
な
ら
ん
で
大
き
い

だ
ろ
う
。

　

未
だ
事
例
の
少
な
い
日
本
で

は
７
千
６
百
万
円
、
４
・
４
６

倍
と
い
う
数
字
だ
け
で
議
論
す

る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
た
だ

し
同
様
の
手
法
が
広
が
り
、
社

会
事
業
の
効
果
が
同
じ
よ
う
に

数
値
化
さ
れ
る
と
、
結
果
、
社

会
や
資
金
提
供
社
に
対
し
て
説

明
責
任
を
果
た
せ
る
、
と
い
っ

た
効
果
は
間
違
い
な
く
大
き
な

も
の
だ
ろ
う
。

 7面　岐阜県飛騨市古川町

木村商店 いか徳利

特集
４－５面

岩手県釜石市
コミュニティ形成支援のモデル事例

6面　岩手県大槌町レストラン「バールリート」

3面　東北大学総合地域医療教育支援部
石井正教授

8面　

フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ

どんな変化が見られたか 成果指標順位

1

2
3

4

5
6

最低賃金×短縮した時間

貨幣価値（円）

20,223,000

ＳＲＯＩ測定結果　高付加価値の成果

受講生はＩＴスキルが向上した結果、事務作業が
早くなり、仕事が分担できるようになった。
その結果、新たな仕事に取り組めるようになった

給与・報酬の金額・受給期間受講生は、就職できた 13,287,859

コーチング費用系受講生はキャリアアップに向けて自信がついた 5,145,000

受講生はＩＴスキルが向上した結果、ミスが少なくな
り、仕事の効率化が図られた

通常マイクロソフトの
提供するIT講習費用受講生がＩＴスキルを身に付けた 11,995,200

社会的改善
カウンセリング費用受講生の孤立が解消した 4,950,000

最低賃金×短縮した時間 6,336,540

復興コーディネーターと
そのマネジメント

22
２０１3年（平成 25 年）3月 25 日　月曜日
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し
な
が
ら
も
、
本
気
で
成
果
を
求
め

る
議
論
を
し
よ
う
。

　

成
果
は
復
興
の
先
の
新
興
を
目
指

そ
う
。
復
興
と
新
興
と
の
違
い
は
、

見
え
て
い
る
10
年
後
の
景
色
だ
。
地

域
に
長
く
暮
ら
す
人
々
の
多
く
は
、

元
の
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
復
興
の

イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
失
っ

た
も
の
が
あ
ま
り
に
大
き
い
東
北
沿
岸

地
域
は
そ
れ
が
不
可
能
な
状
況
だ
。

で
あ
れ
ば
課
題
先
進
地
域
に
お
け
る

「
新
興
」
を
目
指
す
方
向
に
早
く
舵
を

切
る
し
か
な
い
。
外
部
の
力
を
活
か
し
、

震
災
前
の
課
題
も
同
時
に
解
決
す
る

持
続
可
能
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を

産
み
出
す
こ
と
に
注
力
し
た
い
。

れ
る
土
壌
が
で
き
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
条

件
が
揃
う
こ
と
は
ま
ず
な
い
。

　

３
年
目
は
10
年
先
・
20
年
先
の
地

域
の
姿
を
描
く
大
切
な
正
念
場
と
な

る
。
誰
か
が
絵
に
描
い
た
餅
で
は
な
く
、

住
民
に
よ
る
、
住
民
の
た
め
の
、
地
に

足
の
つ
い
た
「
新
し
い
地
域
づ
く
り
」

が
始
ま
る
。
復
興
支
援
を
、
次
世
代

に
残
し
た
い
日
本
を
共
に
創
る
「
新

興
事
業
」
に
変
え
よ
う
。

　

ま
ず
、
地
域
、産
業
、人
を
「
共
に

創
る
」
に
は
、
同
じ
方
向
を
見
て
真

剣
に
議
論
し
行
動
す
る
チ
ー
ム
が
必

須
だ
。
地
域
を
心
底
愛
す
る
地
元

リ
ー
ダ
ー
と
、
彼
ら
と
苦
楽
を
共
に

し
て
き
た
外
部
支
援
者
が
核
と
な
る
。

支
援
す
る
―
さ
れ
る
の
関
係
を
超
越

し
て
い
る
か
ら
、
周
囲
に
も
そ
の
関
係

性
が
伝
播
す
る
。

　

核
の
ま
わ
り
に
、
こ
れ
か
ら
の
長
期

的
な
復
興
を
担
う
多
様
な
力
を
結
集

し
よ
う
。
た
だ
場
を
つ
く
る
だ
け
、
人

を
繋
ぐ
だ
け
で
は
成
果
に
結
び
つ
か
な

い
。
目
指
す
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
物
事

を
進
め
る
場
づ
く
り
の
プ
ロ
が
必
要
だ
。

　

そ
の
場
で
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す

る
た
め
に
、
ど
う
持
続
可
能
な
事
業

モ
デ
ル
を
構
築
す
る
か
を
し
っ
か
り
議

論
し
よ
う
。「
支
援
」
は
ど
う
し
て
も

他
人
事
に
な
り
遠
慮
が
あ
る
。
ビ
ジ

ネ
ス
の
観
点
が
必
要
だ
。
強
み
を
活

か
し
合
い
、
地
域
事
情
を
十
分
理
解

　

浪
江
町
の
住
民
意
向

調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
た
。

３
割
の
住
民
が
避
難
指
示

解
除
後
も
「
町
に
は
戻
ら

な
い
」
と
回
答
し
た
と
メ

デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
た
が
、

逆
に
言
え
ば
７
割
に
帰
還

の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
。
個
人
的
に
は
前

向
き
な
結
果
と
し
て
捉
え

て
い
る
。

　

避
難
者
の
方
々
の
帰
還

へ
向
け
て
何
が
必
要
な
の

か
。
私
は
避
難
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。
放

射
能
リ
ス
ク
も
そ
う
だ
が
、

特
に
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
よ
う
な
復
興
の
展
望

に
関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
だ
。

　

調
査
に
お
い
て
、
帰
還

意
向
あ
り
の
方
々
は
上
下

水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
復
旧
、
医
療
機
関
の

整
備
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の

商
業
施
設
の
再
開
、
な
ど

を
帰
還
に
あ
た
っ
て
重
視

す
る
と
回
答
し
て
い
る
。

一
方
、
多
く
の
避
難
者
の

方
が
「
先
が
見
え
な
い
」

「
生
活
の
イ
メ
ー
ジ
が
で

き
な
い
」
と
感
じ
て
い
る

の
が
現
状
だ
。
た
だ
し
、

町
側
に
計
画
が
全
く
無
い

訳
で
は
な
い
。
新
し
く
ユ

ニ
ー
ク
な
計
画
を
つ
く
る

と
い
う
よ
り
も
、
あ
る
も

の
を
し
っ
か
り
伝
え
る
こ

と
が
重
要
だ
。
そ
う
す
る

こ
と
で
も
っ
と
帰
還
に
向

け
て
の
気
持
ち
は
高
ま
っ

て
い
く
だ
ろ
う
。

　

具
体
的
な
施
策
と
し
て

は
、
大
き
く
２
つ
の
方
向

性
が
考
え
ら
れ
る
。
１
つ

は
リ
ア
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
避

難
住
民
を
巡
回
し
て
情
報

を
伝
え
る
復
興
支
援
員
の

活
用
だ
。
浪
江
町
で
は
こ

れ
ま
で
千
葉
県
と
山
形
県

に
配
置
し
て
い
た
支
援
員

を
、
４
月
よ
り
新
潟
県
、

埼
玉
県
、
京
都
府
に
も

配
置
す
る
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
は
ぜ
ひ
、
他
町
村

含
め
て
実
施
す
べ
き
だ
ろ

う
。
も
う
１
つ
は
、
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
施

策
だ
。
先
日
グ
ー
グ
ル
社

は
浪
江
町
警
戒
区
域
の
ス

ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
を
公
開

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
極
端

な
部
分
に
集
中
し
が
ち
な

メ
デ
ィ
ア
報
道
だ
け
で
な

く
、
避
難
者
は
自
ら
町
の

状
況
を
確
認
す
る
事
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま

だ
一
歩
で
し
か
な
い
が
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
で
「
町
の

い
ま
」
を
伝
え
て
い
く
努

力
が
必
要
だ
。

　

今
月
発
表
さ
れ
た
区

域
再
編
を
受
け
、
浪
江

町
で
は
４
月
よ
り
一
部
の

区
域
へ
の
立
ち
入
り
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
、

本
格
的
に
町
民
が
そ
こ
で

生
活
で
き
る
ま
で
に
は
ま

だ
２
年
３
年
と
時
間
が

必
要
だ
。
長
期
戦
と
な
る

か
ら
こ
そ
、
生
活
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
な
復

興
展
望
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
な

の
だ
。

積
極
的
に
施
策
を
展
開
す
る
浪
江
町

支
援
か
ら
共
に
創
る
へ
　
〜
復
興
か
ら
新
興
へ
の
道
す
じ
〜

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年

の
節
目
を
迎
え
、
復
旧
か
ら

復
興
の
槌
音
が
よ
う
や
く
聞
こ

え
て
き
た
。
あ
ら
た
め
て
尊
い

御
魂
に
深
い
哀
悼
と
感
謝
の

意
を
表
し
、
現
地
の
方
々
と

共
に
復
興
を
担
う
一
人
と
し
て
、

今
後
大
切
に
し
た
い
姿
勢
を

提
言
し
た
い
。

　

東
北
に
は
素
晴
ら
し

い
資
源
・
資
産
が
沢
山

あ
る
。
豊
か
な
森
・

里
・
川
・
海
、
美
し
い
景
色
、

美
味
し
い
食
ベ
も
の
、
伝
統
文

化
。
助
け
合
い
支
え
合
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
地
域
再
生
を
誓

う
リ
ー
ダ
ー
た
ち
。
取
り
組

む
べ
き
共
通
の
大
き
な
課
題
に

対
し
て
日
本
各
地
、
世
界
か

ら
の
応
援
が
あ
り
、
受
け
入

　

一
部
で
漁
業
の
六
次
産
業
化
、
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
、
地
産
地
消
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
宅
配
見
守
り
、
森
・
海
の
学

校
等
々
の
新
た
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ

て
い
る
。
東
北
で
生
ま
れ
る
新
興
事
業

は
、
日
本
各
地
の
モ
デ
ル
に
な
る
だ
け

で
な
く
、
い
ず
れ
高
度
成
長
期
を
過

ぎ
高
齢
社
会
に
突
入
す
る
新
興
国
の

モ
デ
ル
に
な
る
だ
ろ
う
。

鷹
野
秀
征
（
た
か
の
ひ
で
ゆ
き
）

一
般
社
団
法
人
新
興
事
業
創
出
機
構

（JEBDA

）
理
事
長
。
復
興
庁
上
席

政
策
調
査
官
（
非
常
勤
）。
ア
ク
セ
ン

チ
ュ
ア
勤
務
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
・
Ｃ

Ｓ
Ｒ
支
援
・
社
会
起
業
家
支
援
を
本

業
と
し
、
震
災
後
Ｊ
Ｅ
Ｂ
Ｄ
Ａ
設
立
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
ソ
ー
ス
財
団
、
Ｓ
Ｖ
Ｐ

東
京
パ
ー
ト
ナ
ー
、
り
あ
す
の
森
、

ガ
ー
ネ
ッ
ト
み
や
ぎ
の
理
事
も
務
め
る
。

＜ 原発避難者の帰還 ＞
復興展望のコミュニケーション強化を

文
／
藤
沢
烈
（
Ｒ
Ｃ

Ｆ
復
興
支
援
チ
ー
ム
）

帰還意向のある者(回答者数：4,427)
上下水道などのライフラインの復旧時期の目途
医療機関（病院、診療所）の整備・再開時期の目途

福島第一原子力発電所の安全性の確保
商店、スーパーなどの生活に必要な商業施設の再開の目途

受領する賠償額の確定
放射線量の低下の目途

0

浪江町　住民意向調査結果
帰還にあたって最も重視したい条件

44.144.1
41.341.3

37.437.4
30.330.3
30.130.1

20.920.9

（単位：パーセント）（単位：パーセント）
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東
北
沿
岸
被
災
地
の
医
療

課
題
は
震
災
に
よ
っ
て
顕
在
化

し
た
と
言
え
る
。
具
体
的
に
は

医
師
不
足
に
代
表
さ
れ
る
医
療

過
疎
の
問
題
だ
。
こ
れ
は
東
北

だ
け
で
は
な
く
、
日
本
全
国
が

抱
え
て
い
る
問
題
で
も
あ
る
。 

　
「
医
療
過
疎
地
域
で
の
医
療

は
人
道
支
援
の
観
点
に
立
っ
た

と
き
、
誰
か
が
担
う
べ
き
も
の

で
す
。
し
か
し
、
医
師
一
人
ひ

と
り
に
も
描
く
人
生
や
キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ン
が
あ
る
。
そ
れ
は
専

門
医
の
資
格
を
取
る
こ
と
か
も

し
れ
な
い
し
、
最
先
端
施
設
で

研
究
を
続
け
る
こ
と
か
も
し
れ

な
い
。
救
急
病
院
で
高
度
医
療

に
携
わ
り
た
い
と
い
う
人
も
い

る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
、
夢
や

希
望
を
犠
牲
に
し
て
く
だ
さ
い
、

と
は
言
い
難
い
も
の
で
す
」。

【政策】
宮城県、１３年度も職員代行採用
宮城県は１２日、沿岸市町の職員不
足に対し、１３年度も任期付職員を
代行採用する意向を示した。採用予
定人数は１００人以上。

【産業復興】
女川町とＮＴＴ、観光情報発信
女川町観光協とＮＴＴ東日本が無線
ＬＡＮを利用し観光情報を発信する
「観光のまち おながわ」を開始した。

宮城県ＤＣ概要発表
宮城県は今年４～６月に開催するデ
スティネーションキャンペーンの概要
を発表した。来年度には福島県での
開催も決定した。

福島県、政投銀と連携協定締結
福島県は、企業誘致や再生可能エ
ネルギー関連産業などに対する戦
略づくり促進のため、日本政策投資
銀行と連携協定を結んだ。

川内村、独社とメガソーラー
福島県川内村が、ドイツＮＲＷ社の
日本法人と協定を結び、約6メガワッ
トのメガソーラーを設置する。来年
３月の完成を目指す。

【生活・まちづくり】
南リアス線、４月３日に一部再開
岩手県の南リアス線は、運休中だっ
た盛（さかり）-吉浜間の運行を４月
３日から開始する。来年４月には全
線再開の見通し。

常磐線亘理 - 浜吉田、運転再開
JR常磐線の亘理-浜吉田間が１６日、
震災前と同ルートで運転を再開し
た。現在運休中の相馬-浜吉田間も
１７年春に再開を見込む。

石巻市、内陸に工業団地造成へ
宮城県石巻市は、被災企業の移転
先として市内の内陸に２０ヘクター
ルの工業団地を整備する。１４年度
に造成着手する方針。

陸前高田市、初の集団移転着工
岩手県陸前高田市気仙町で２２日、
３２地区あるうち、初の着工となる
上長部地区と双六第２地区の集団
移転事業が開始された。

宮城県、住宅再建に２５０万円
宮城県は、災害危険区域外世帯に
対する住宅再建支援として１戸当た
り２５０万円を約３万世帯へ配分す
る方針を示した。

【原発・放射能】
福島県３町村、区域再編
国は、福島県３町村の警戒区域と
計画的避難区域を放射線量に応じ
て新たに３区域に再編する。葛尾村
２２日、富岡町２５日、浪江町４月１
日に移行する予定。

双葉町長、伊沢氏が当選
福島県双葉町の町長選が埼玉県加
須市で投開票され、前町議の伊沢
氏が当選した。投票率は過去最低
の５６．５９％だった。

相馬市、仮設焼却炉が稼働開始
環境省が福島県相馬市と新地町のが
れき約１７万トンの処理のために相
馬市に建設した仮設焼却炉が２０日、
本格始動した。

【医療】
東北大病院、復興センター設置 
宮城県仙台市の東北大病院は、県内
の各地域へ適正な医師の派遣を行う
ため、調整機能を担う地域医療復興
センターを新設した。

【その他】
グーグル、浪江町の画像を撮影
グーグルの日本法人は、福島県浪江
町でストリートビューの撮影を始めた
ことを公表した。数ヵ月後に全世界へ
公開する。

応援消費、６割が意欲的
日経新聞が２月に全国で実施した調
査によると、回答のあった４０１０人中、
東北３県の応援消費に「取り組みたい」
が約５９％に上った。

復興交付金５次１９８２億円
復興庁は、復興交付金の第５次配分
を決定。東北４県５８市町村に、事
業費ベース計１９８２億１０００万円の
配分となり、配分額は各県の申請額
を上回った。

２月１６日～３月１５日

 　
で
は
ど
う
す
べ
き
か
。
こ
う

い
っ
た
医
療
過
疎
の
課
題
の
解

決
策
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る

の
が
、
地
域
の
拠
点
病
院
を
軸

と
し
た
医
療
圏
形
成
だ
（
図
）。

中
核
病
院
を
軸
に
医
師

を
再
配
置
す
る
仕
組
み

　

こ
れ
は
、
各
地
域
の
医
療
を

支
え
る
中
核
病
院
を
拠
点
に
、

医
師
と
い
う
リ
ソ
ー
ス
を
地
域

の
病
院
や
診
療
所
に
再
配
分
す

る
考
え
だ
。
中
核
病
院
が
医
療

者
を
集
め
、
彼
ら
を
定
期
的
に

周
辺
医
療
機
関
に
訪
問
・
出
向

さ
せ
る
。
若
手
医
師
に
し
て
も
、

所
属
が
地
域
の
中
核
病
院
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
救
急
な
ど

の
臨
床
を
経
験
し
た
り
、
自
分

の
志
望
す
る
専
門
医
を
目
指
し

な
が
ら
も
地
域
の
診
療
所
を
サ

　

12
年
10
月
、
東
北
大
学
病
院
が
総
合
地
域
医
療
教
育
支
援
部
を
新

設
。
石
巻
赤
十
字
病
院
の
医
師
、
石
井
正
氏
が
教
授
と
し
て
就
任
し

た
。
氏
は
、
震
災
時
に
宮
城
県
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
、
震
災
直
後
か
ら
、
石
巻
赤
十
字
病
院
で
は
前
線
で
患
者
救
援
の

指
揮
を
執
っ
た
。
そ
の
様
子
は
書
籍
『
東
日
本
大
震
災 

石
巻
災
害
医

療
の
全
記
録
』（
ブ
ル
ー
バ
ッ
ク
ス
）
に
も
詳
し
い
。

　

今
回
、
こ
の
総
合
地
域
医
療
教
育
支
援
部
の
目
的
と
震
災
後
の
日

本
の
地
域
医
療
が
抱
え
る
課
題
、
そ
し
て
そ
れ
を
解
決
す
る
方
針
に

つ
い
て
石
井
教
授
に
聞
い
た
。

医
療
過
疎
の
問
題
に
応
え
る

東
北
大
学
の
﹁
地
域
医
療
連
携
構
想
﹂

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
仕
組
み
は
、
以
前
か
ら

全
国
的
に
推
奨
さ
れ
て
き
た
が
、

な
か
な
か
実
施
に
は
結
び
つ
い

て
い
な
か
っ
た
。
東
北
大
学
病

院
は
、
12
年
10
月
１
日
に
総

合
地
域
医
療
教
育
支
援
部
を

新
設
。
医
学
部
定
員
増
も
踏

ま
え
、
地
域
医
療
体
制
の
確
立
、

被
災
地
で
活
動
す
る
医
療
人
の

確
保
に
踏
み
切
っ
た
。

　

医
療
連
携
に
お
け
る
医
師
配

置
は
、
こ
れ
ま
で
も
診
療
科
と

関
連
病
院
な
ど
の
単
位
で
行
わ

れ
て
き
て
い
た
が
、
同
部
新
設

に
よ
り
、
今
後
は
従
来
の
連
携

を
尊
重
し
つ
つ
、
よ
り
俯
瞰
的

に
医
師
配
置
を
進
め
て
い
け
る

こ
と
に
な
る
。

未
来
の
医
師
た
ち
が 

地
域
医
療
を
学
べ
る 

機
会
に

　

後
進
育
成
の
面
で
も
可
能
性

が
広
が
る
。
東
北
大
学
医
学
部

で
は
、
こ
の
4
月
に
全
国
か
ら
、

昨
年
よ
り
も
10
名
増
員
さ
れ

１
３
５
名
が
入
学
す
る
。「
地

域
医
療
実
習
な
ど
を
通
し
て
、

医
学
生
に
地
域
の
魅
力
を
伝
え

る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
上
で
、
彼
ら
が
自
主

的
に
こ
の
地
域
の
医
療
の
担
い

手
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
も
期

待
し
て
い
ま
す
」。

　

学
ぶ
側
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
一
口
に
医
療
と
言
っ
て

も
そ
の
役
割
は
多
層
的
だ
が
、

地
域
医
療
に
包
括
的
に
関
わ
る

こ
と
で
、
多
種
多
様
な
医
療
を

学
ぶ
機
会
に
な
る
。
家
庭
医
に

向
い
て
い
る
医
師
が
い
た
と
し
て

も
、
経
験
す
る
場
が
な
け
れ
ば

そ
れ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い

の
だ
。
日
本
の
医
療
の
未
来
を

担
う
医
学
生
が
、
地
域
医
療
の

現
場
で
経
験
を
積
む
価
値
は
非

常
に
大
き
い
と
言
え
る
。 

　

東
北
大
学
は
、
研
究
機
関

の
役
割
を
担
う
一
方
、
東
北
地

方
の
地
域
医
療
を
70
年
に
渡
っ

て
支
え
て
き
た
臨
床
の
拠
点
で

も
あ
る
。「
今
回
の
大
震
災
で
、

東
北
大
学
は
も
ち
ろ
ん
、
東

北
地
方
の
多
く
の
病
院
が
間
断

な
い
努
力
を
続
け
ま
し
た
。
こ

の
間
、
東
北
の
医
療
を
支
え
て

き
た
魅
力
あ
る
先
輩
方
か
ら
学

生
た
ち
が
学
べ
る
機
会
を
作
り

た
い
の
で
す
。
何
か
を
犠
牲
に

す
る
の
で
は
な
く
、
こ
こ
だ
か

ら
こ
そ
描
け
る
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ン
が
あ
り
、
そ
し
て
、
見
つ
け

た
魅
力
的
な
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、

そ
こ
で
働
き
た
い
と
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
。
そ
う
い
う
仕

組
み
作
り
が
大
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
」。

　

総
合
地
域
医
療
教
育
支
援

部
は
、
20
年
後
、
30
年
後
の

東
北
の
医
療
、
日
本
の
医
療
を

見
据
え
た
稼
働
を
始
め
て
い
る
。

医療圏

●急性期入院医療、高次の救急医療を担う拠点病院を医療圏ごとに配置
●急性期と在宅をつなぐ地域病院を、人口重心にバランス良く配置
●生活に近いところで確保すべき医療（寄り添う医療）を、生活単位に配置

診療所診療所

診療所診療所

診療所診療所

診療所診療所

診療所診療所

訪問診療訪問診療

訪問診療 訪問診療

訪問診療

地域病院

地域病院

地域病院

地域病院 地域病院

地域病院
拠点病院拠点病院

患　者診療所診療所

東北大学病院の
総合地域医療教育支援部教授に就任した石井正医師

２０１３年（平成 25 年）3月 25 日 月曜日（復興 745 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第 22号　（3）



　
岩
手
県
釜
石
市
の
南
部
に
位

置
す
る
唐
丹
（
と
う
に
）
町
。

現
在
人
口
２
千
人
強
の
同
町
沿

岸
部
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
漁
村

で
、
７
つ
の
う
ち
６
つ
の
地
区

が
被
災
し
た
。
東
京
を
拠
点
と

す
る
一
般
社
団
法
人
Ｒ
Ｃ
Ｆ
復

興
支
援
チ
ー
ム
（
以
下
Ｒ
Ｃ

Ｆ
）
は
、
昨
年
６
月
よ
り
同
町

に
「
復
興
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

を
派
遣
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　
復
興
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

役
割
は
大
き
く
２
つ
。
１
つ
は

住
民
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
だ
。
草

む
し
り
か
ら
地
元
中
学
校
の
駅

伝
大
会
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
運
営
や
震
災
記
録
誌
の
制
作
、

助
成
金
取
得
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

住
民
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き

た
。
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
活
動
を
通
じ
て
、
外
部
と
の

触
れ
あ
い
や
住
民
同
士
の
再
会

の
機
会
が
生
ま
れ
、
地
域
の
活

気
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　「
住
民
の
方
々
が
し
た
い
こ
と

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
実
現
へ

向
け
て
色
々
な
ア
イ
デ
ア
を
提

案
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
」

復
興
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
昨
年
７
月
か
ら
現
地
入
り
し

た
山
口
幹
生
さ
ん
は
話
す
。
彼

ら
が
住
民
か
ら
の
大
き
な
信
頼

を
得
て
い
る
理
由
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
活
動
と
と
も
に
、
外

部
の
人
間
と
し
て
「
前
に
出
過

ぎ
な
い
」
立
ち
位
置
に
も
秘
訣

が
あ
り
そ
う
だ
。

　
も
う
１
つ
は
、
ま
ち
づ
く
り

議
論
の
場
づ
く
り
だ
。
Ｒ
Ｃ
Ｆ

が
唐
丹
で
活
動
を
開
始
し
た
際
、

公
営
住
宅
や
土
地
利
用
な
ど
先

が
見
え
な
い
中
、
行
政
か
ら
の

説
明
に
疲
れ
を
感
じ
る
住
民
も

少
な
く
な
い
状
況
だ
っ
た
。
こ

う
し
た
中
で
は
住
民
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
は
実
現
で
き
な
い
と
、

Ｒ
Ｃ
Ｆ
は
議
論
の
場
づ
く
り
や

調
整
に
奔
走
し
た
。
そ
の
一
つ

が
、
町
内
会
役
員
や
仮
設
の
自

治
会
長
な
ど
住
民
の
中
心
メ
ン

バ
ー
に
提
案
し
た
、
行
政
が
主

催
す
る
協
議
会
に
先
駆
け
て
行

う
連
絡
会
議
だ
。
会
議
で
は
長

期
的
に
こ
の
町
を
ど
う
し
て
い

き
た
い
の
か
が
話
し
あ
わ
れ
、

最
終
的
に
行
政
側
へ
提
案
す
る

意
見
が
集
約
さ
れ
る
よ
う
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
事
前
調

整
を
行
っ
た
。

　「
ど
の
地
域
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
人
間
関
係
が
あ
り
ま
す
が
、

第
三
者
だ
か
ら
こ
そ
橋
渡
し
や

調
整
が
し
易
い
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
」
と
山
口
さ
ん
が
話

す
通
り
、
調
整
役
は
外
部
の
支

援
者
な
ら
で
は
の
役
割
と
言
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
事
前
の
連

絡
会
議
の
成
果
も
あ
り
、
11
月

に
行
わ
れ
た
協
議
会
で
は
拍
手

が
わ
き
起
こ
る
盛
況
な
会
に

な
っ
た
と
い
う
。

　
Ｒ
Ｃ
Ｆ
で
は
、
こ
う
し
た
活

復興コーディネーター
施策

３つのポイント

唐丹町の地区対抗で行ったスカットボール大会の様子。大盛況で住民は
久々の再会を喜んだ

住民活動を支援しつつ連携の場づくりを行う

取り壊しが決まった唐丹小学校で行われたお別れ会。告知やグッ
ズ作成、当日の準備などをＲＣＦがお手伝い

海外の支援企業によるボランティアイベントの様子ＲＣＦが行政と住民の間に立って開催した個別の住民説明会。全住民へ
の説明の前に、中心となる住民達で内容の確認を行った

住
宅
再
建
や
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
、
各
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

岩
手
県
釜
石
市
で
は
、
一
地
区
で
行
っ
た
「
復
興
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
活
用
し
た
施
策
が
評
価
さ
れ
、

こ
の
春
か
ら
市
内
の
他
地
域
で
同
様
の
施
策
が
横
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

評
価
が
難
し
い
と
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
等
の
ソ
フ
ト
的
活
動
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た
の
か
。

復
興
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
と
、
そ
れ
を
支
え
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
を
取
材
し
た
。

復
興
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー
と

そ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

コミュニティ
形成支援の

モデル事例に学ぶ

岩手県釜石市

前に出過ぎず、外部の人間として
相談に乗り、提案や調整を行う。
あくまで意思決定は住民側

第三者的な
立ち位置

住民組織の代表性や住民の自主
的な活動、多様性の取り入れなど、
定性項目も指標として管理する

徹底した
指標管理

指標の進捗などを確認する場を
定期的に開催。住民、行政、外部な
どセクターを越え連携しながらプ
ロジェクトを推進する

セクターを
超えた連携

復興コーディネーター

消防団自治会町内会

住民

専門家

漁協

NPO

内外支援
団体

国

県庁

市役所

行政

特集

　震災後に仮設団地が分かれてしまい、地
域の人が散らばってしまっていました。「集ま
りたいね」なんて話はするけれど、足が悪い
のに坂は多いし、何かと自分たちだけでは不
便。ＲＣＦの皆さんには、地域をまたいだス
ポーツ大会や懇親イベントなどをお手伝いし
て頂いて。

　おんぶに抱っこで申し訳ないような気は
していますけど、みんな久しぶりだねえ、って
喜ぶんです。正直な気持ち、「まだ地域のみ
んなに負担をかけたくない」という気持ちが
あります。だから「私たちがやります」と率先
して声をかけてもらえるのは本当に助かりま
すね。お言葉に甘えちゃう存在です。

地域の人が集まる機会が嬉しい
唐丹町小白浜仮設団地自治会長　植村年恵さん

「こういった点で困っているんだけれども」
と誰かに相談したい時に「じゃあこれ試し
てみますか」ってすぐそばで答えてくれる存
在がいるって大切なことだと思います。そう
いった人がいてくれるだけで安心感も生ま
れますし。唐丹にとってのその存在がＲＣＦ
の皆さんでした。

　復興に向けて新しい取り組みが求められ
ている時に、アイデアを持ってきてくれるの
も本当に助かりました。こちら側が「やりた
い」と申し出た時にさまざまな提案をしてき
てくれる。「そういったこともできるんだ」と
私達にはない視点で形にしてくれる。もう、な
くてはならない人たちですね。

アイディア豊富な、頼れる相談役です
唐丹公民館長　見世健一さん

地域の声

住
民
活
動
を
支
え
る

復
興

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

外
部
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
調
整
役

住
民
の
代
表
性
を

つ
く
り
だ
す

動
の
先
に
目
指
す
も
の
を
明
確

に
定
め
て
い
る
。

　「
大
切
な
の
は
代
表
性
の
あ

る
住
民
組
織
が
あ
る
こ
と
で
す
」。

こ
う
話
す
の
は
同
法
人
代
表
理

事
の
藤
沢
烈
さ
ん
だ
。
地
域
内

に
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
組
織
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
す
る
中
で
、

「
あ
の
人
が
言
え
ば
」
と
い
う

信
頼
を
得
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
の

存
在
は
非
常
に
重
要
。
そ
う
し

た
リ
ー
ダ
ー
や
組
織
は
代
表
性

を
持
つ
た
め
、
行
政
か
ら
見
て

も
会
話
や
調
整
が
し
易
い
相
手

と
な
る
。
当
然
、
住
民
か
ら
し

て
も
意
見
が
通
り
易
く
な
る
訳

で
、
結
果
的
に
ま
ち
づ
く
り
が

加
速
化
す
る
。

　「
よ
く
行
政
・
住
民
間
の
連

携
が
課
題
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

実
は
本
質
的
な
課
題
は
住
民
同

士
の
連
携
だ
と
気
づ
い
た
ん
で

す
」（
藤
沢
さ
ん
）。
復
興
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
住
民
活
動

の
促
進
や
場
づ
く
り
を
行
い
な

が
ら
、
住
民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

災
地
全
体
に
も
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
支
援
の
モ
デ
ル
と
し

て
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
し

て
い
る
。

　
唐
丹
町
で
は
、
約
９
ヶ
月
間

の
復
興
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

活
動
の
成
果
と
し
て
、
前
述
の

「
代
表
性
の
あ
る
住
民
組
織
の

構
築
」
等
の
各
指
標
に
お
い
て

改
善
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
を
う

け
釜
石
市
は
、
こ
の
４
月
よ
り

復
興
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
施
策

を
横
展
開
す
る
。「
釜
石
リ
ー

ジ
ョ
ナ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

（
通
称
：
釜
援
隊
）
の
名
前
で

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
化
し
て
い

る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
復
興
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

成
果
を
支
え
て
い
る
ポ
イ
ン
ト

は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
さ
れ
て
い

る
。
ま
ず
は
徹
底
し
た
指
標
管

理
だ
。
前
述
の
「
代
表
性
の
あ

る
住
民
組
織
が
存
在
す
る
」
に

加
え
、「
住
民
に
よ
る
自
発
的

な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
」「
議

論
に
お
い
て
女
性
や
若
者
な
ど

の
意
見
が
吸
い
上
げ
ら
れ
て
い

る
」
な
ど
の
10
項
目
以
上
を
指

標
と
し
て
設
定
し
、
エ
ク
セ
ル

シ
ー
ト
で
地
域
ご
と
に
詳
細
に

管
理
。
そ
し
て
そ
れ
を
行
政
や

関
連
団
体
と
定
期
的
に
進
捗
確

認
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
す
る
こ

と
で
、
業
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

留
ま
ら
ず
、
セ
ク
タ
ー
を
越
え

た
関
係
者
間
で
の
ゴ
ー
ル
の
共

有
が
実
現
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
こ
う
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
今

後
釜
石
市
内
の
他
地
域
で
も
活

用
さ
れ
る
予
定
だ
。
ま
た
Ｒ
Ｃ

Ｆ
で
は
、
市
や
県
を
越
え
て
被

順
次
採
用
す
る
。

　
展
開
に
あ
た
り
、
市
は
ま
ず

市
内
の
被
災
地
区
の
リ
サ
ー
チ

を
行
っ
た
。
自
治
会
な
ど
住
民

組
織
や
生
活
応
援
セ
ン
タ
ー
等

の
行
政
組
織
な
ど
へ
集
中
し
て

ヒ
ア
リ
ン
グ
。
各
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
状

況
を
把
握
し
、
展
開
地
域
を
選

定
し
た
。
結
果
、
東
部
地
区
と

鵜
住
居
周
辺
の
地
区
を
重
点
地

区
と
設
定
し
4
月
か
ら
7
名
、

7
月
か
ら
さ
ら
に
7
名
が
採
用

さ
れ
る
予
定
だ
。

　「
各
地
域
で
固
有
の
状
況
が

あ
る
た
め
、
唐
丹
と
ま
っ
た
く

同
じ
形
で
や
る
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
」。
こ
う
話
す
の
は
、
リ

サ
ー
チ
や
役
場
内
調
整
を
行
う

釜
石
市
復
興
推
進
本
部
事
務
局

の
石
井
重
成
さ
ん
。
Ｒ
Ｃ
Ｆ
と

い
う
外
部
団
体
と
し
て
復
興

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
現
地
に

入
っ
た
唐
丹
と
異
な
り
、
釜
援

隊
の
メ
ン
バ
ー
は
各
地
域
の
中

心
的
な
住
民
団
体
・
組
織
に
派

遣
さ
れ
る
か
た
ち
と
な
る
。
そ

れ
ぞ
れ
は
別
の
団
体
に
属
し
な

が
ら
、
横
串
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
行
う
こ
と
で
成
果
を
最
大
化

す
る
と
い
う
狙
い
だ
。
４
月
か

ら
活
動
を
開
始
す
る
7
名
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
役
に
は
、
唐
丹
に

入
っ
て
い
た
Ｒ
Ｃ
Ｆ
メ
ン
バ
ー

も
参
加
す
る
体
制
だ
。

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
は
、

唐
丹
で
行
わ
れ
て
い
た
業
務
管

理
や
指
標
管
理
に
加
え
て
、
釜

援
隊
内
に
お
け
る
ノ
ウ
ハ
ウ
共

有
や
、
地
域
を
ま
た
が
っ
て
の

リ
ソ
ー
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
が
行
わ
れ

る
。
各
地
域
の
課
題
や
状
況
を

共
有
し
な
が
ら
、
チ
ー
ム
と
な

り
一
緒
に
解
決
し
て
い
く
形
だ
。

こ
う
し
た
一
つ
ひ
と
つ
の
ス
キ
ル

が
少
し
ず
つ
各
地
域
に
根
付
い

て
い
く
こ
と
は
、
長
期
的
に
見

て
こ
の
施
策
の
大
き
な
意
義
だ

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

指
標
設
定
と

綿
密
な

業
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

市
内
他
地
域
で
の

横
展
開
を
開
始

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ス
キ
ル
を
地
域
に

根
付
か
せ
る

唐丹町で活動するＲＣＦの復興コーディネーター。
右から山口幹生さん、山口里美さん、釜援隊として
採用が決まった下川翔太さん

釜石市 復興推進本部
事務局の石井重成さん
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岩
手
県
釜
石
市
の
南
部
に
位

置
す
る
唐
丹
（
と
う
に
）
町
。

現
在
人
口
２
千
人
強
の
同
町
沿

岸
部
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
漁
村

で
、
７
つ
の
う
ち
６
つ
の
地
区

が
被
災
し
た
。
東
京
を
拠
点
と

す
る
一
般
社
団
法
人
Ｒ
Ｃ
Ｆ
復

興
支
援
チ
ー
ム
（
以
下
Ｒ
Ｃ

Ｆ
）
は
、
昨
年
６
月
よ
り
同
町

に
「
復
興
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

を
派
遣
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　
復
興
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

役
割
は
大
き
く
２
つ
。
１
つ
は

住
民
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
だ
。
草

む
し
り
か
ら
地
元
中
学
校
の
駅

伝
大
会
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
運
営
や
震
災
記
録
誌
の
制
作
、

助
成
金
取
得
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

住
民
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き

た
。
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
活
動
を
通
じ
て
、
外
部
と
の

触
れ
あ
い
や
住
民
同
士
の
再
会

の
機
会
が
生
ま
れ
、
地
域
の
活

気
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　「
住
民
の
方
々
が
し
た
い
こ
と

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
実
現
へ

向
け
て
色
々
な
ア
イ
デ
ア
を
提

案
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
」

復
興
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
昨
年
７
月
か
ら
現
地
入
り
し

た
山
口
幹
生
さ
ん
は
話
す
。
彼

ら
が
住
民
か
ら
の
大
き
な
信
頼

を
得
て
い
る
理
由
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
活
動
と
と
も
に
、
外

部
の
人
間
と
し
て
「
前
に
出
過

ぎ
な
い
」
立
ち
位
置
に
も
秘
訣

が
あ
り
そ
う
だ
。

　
も
う
１
つ
は
、
ま
ち
づ
く
り

議
論
の
場
づ
く
り
だ
。
Ｒ
Ｃ
Ｆ

が
唐
丹
で
活
動
を
開
始
し
た
際
、

公
営
住
宅
や
土
地
利
用
な
ど
先

が
見
え
な
い
中
、
行
政
か
ら
の

説
明
に
疲
れ
を
感
じ
る
住
民
も

少
な
く
な
い
状
況
だ
っ
た
。
こ

う
し
た
中
で
は
住
民
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
は
実
現
で
き
な
い
と
、

Ｒ
Ｃ
Ｆ
は
議
論
の
場
づ
く
り
や

調
整
に
奔
走
し
た
。
そ
の
一
つ

が
、
町
内
会
役
員
や
仮
設
の
自

治
会
長
な
ど
住
民
の
中
心
メ
ン

バ
ー
に
提
案
し
た
、
行
政
が
主

催
す
る
協
議
会
に
先
駆
け
て
行

う
連
絡
会
議
だ
。
会
議
で
は
長

期
的
に
こ
の
町
を
ど
う
し
て
い

き
た
い
の
か
が
話
し
あ
わ
れ
、

最
終
的
に
行
政
側
へ
提
案
す
る

意
見
が
集
約
さ
れ
る
よ
う
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
事
前
調

整
を
行
っ
た
。

　「
ど
の
地
域
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
人
間
関
係
が
あ
り
ま
す
が
、

第
三
者
だ
か
ら
こ
そ
橋
渡
し
や

調
整
が
し
易
い
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
」
と
山
口
さ
ん
が
話

す
通
り
、
調
整
役
は
外
部
の
支

援
者
な
ら
で
は
の
役
割
と
言
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
事
前
の
連

絡
会
議
の
成
果
も
あ
り
、
11
月

に
行
わ
れ
た
協
議
会
で
は
拍
手

が
わ
き
起
こ
る
盛
況
な
会
に

な
っ
た
と
い
う
。

　
Ｒ
Ｃ
Ｆ
で
は
、
こ
う
し
た
活

復興コーディネーター
施策

３つのポイント

唐丹町の地区対抗で行ったスカットボール大会の様子。大盛況で住民は
久々の再会を喜んだ

住民活動を支援しつつ連携の場づくりを行う

取り壊しが決まった唐丹小学校で行われたお別れ会。告知やグッ
ズ作成、当日の準備などをＲＣＦがお手伝い

海外の支援企業によるボランティアイベントの様子ＲＣＦが行政と住民の間に立って開催した個別の住民説明会。全住民へ
の説明の前に、中心となる住民達で内容の確認を行った

住
宅
再
建
や
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
、
各
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

岩
手
県
釜
石
市
で
は
、
一
地
区
で
行
っ
た
「
復
興
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
活
用
し
た
施
策
が
評
価
さ
れ
、

こ
の
春
か
ら
市
内
の
他
地
域
で
同
様
の
施
策
が
横
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

評
価
が
難
し
い
と
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
等
の
ソ
フ
ト
的
活
動
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た
の
か
。

復
興
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
と
、
そ
れ
を
支
え
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
を
取
材
し
た
。

復
興
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー
と

そ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

コミュニティ
形成支援の

モデル事例に学ぶ

岩手県釜石市

前に出過ぎず、外部の人間として
相談に乗り、提案や調整を行う。
あくまで意思決定は住民側

第三者的な
立ち位置

住民組織の代表性や住民の自主
的な活動、多様性の取り入れなど、
定性項目も指標として管理する

徹底した
指標管理

指標の進捗などを確認する場を
定期的に開催。住民、行政、外部な
どセクターを越え連携しながらプ
ロジェクトを推進する

セクターを
超えた連携

復興コーディネーター

消防団自治会町内会

住民

専門家

漁協

NPO

内外支援
団体

国

県庁

市役所

行政

特集

　震災後に仮設団地が分かれてしまい、地
域の人が散らばってしまっていました。「集ま
りたいね」なんて話はするけれど、足が悪い
のに坂は多いし、何かと自分たちだけでは不
便。ＲＣＦの皆さんには、地域をまたいだス
ポーツ大会や懇親イベントなどをお手伝いし
て頂いて。

　おんぶに抱っこで申し訳ないような気は
していますけど、みんな久しぶりだねえ、って
喜ぶんです。正直な気持ち、「まだ地域のみ
んなに負担をかけたくない」という気持ちが
あります。だから「私たちがやります」と率先
して声をかけてもらえるのは本当に助かりま
すね。お言葉に甘えちゃう存在です。

地域の人が集まる機会が嬉しい
唐丹町小白浜仮設団地自治会長　植村年恵さん

「こういった点で困っているんだけれども」
と誰かに相談したい時に「じゃあこれ試し
てみますか」ってすぐそばで答えてくれる存
在がいるって大切なことだと思います。そう
いった人がいてくれるだけで安心感も生ま
れますし。唐丹にとってのその存在がＲＣＦ
の皆さんでした。

　復興に向けて新しい取り組みが求められ
ている時に、アイデアを持ってきてくれるの
も本当に助かりました。こちら側が「やりた
い」と申し出た時にさまざまな提案をしてき
てくれる。「そういったこともできるんだ」と
私達にはない視点で形にしてくれる。もう、な
くてはならない人たちですね。

アイディア豊富な、頼れる相談役です
唐丹公民館長　見世健一さん

地域の声

住
民
活
動
を
支
え
る

復
興

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

外
部
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
調
整
役

住
民
の
代
表
性
を

つ
く
り
だ
す

動
の
先
に
目
指
す
も
の
を
明
確

に
定
め
て
い
る
。

　「
大
切
な
の
は
代
表
性
の
あ

る
住
民
組
織
が
あ
る
こ
と
で
す
」。

こ
う
話
す
の
は
同
法
人
代
表
理

事
の
藤
沢
烈
さ
ん
だ
。
地
域
内

に
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
組
織
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
す
る
中
で
、

「
あ
の
人
が
言
え
ば
」
と
い
う

信
頼
を
得
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
の

存
在
は
非
常
に
重
要
。
そ
う
し

た
リ
ー
ダ
ー
や
組
織
は
代
表
性

を
持
つ
た
め
、
行
政
か
ら
見
て

も
会
話
や
調
整
が
し
易
い
相
手

と
な
る
。
当
然
、
住
民
か
ら
し

て
も
意
見
が
通
り
易
く
な
る
訳

で
、
結
果
的
に
ま
ち
づ
く
り
が

加
速
化
す
る
。

　「
よ
く
行
政
・
住
民
間
の
連

携
が
課
題
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

実
は
本
質
的
な
課
題
は
住
民
同

士
の
連
携
だ
と
気
づ
い
た
ん
で

す
」（
藤
沢
さ
ん
）。
復
興
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
住
民
活
動

の
促
進
や
場
づ
く
り
を
行
い
な

が
ら
、
住
民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

災
地
全
体
に
も
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
支
援
の
モ
デ
ル
と
し

て
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
し

て
い
る
。

　
唐
丹
町
で
は
、
約
９
ヶ
月
間

の
復
興
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

活
動
の
成
果
と
し
て
、
前
述
の

「
代
表
性
の
あ
る
住
民
組
織
の

構
築
」
等
の
各
指
標
に
お
い
て

改
善
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
を
う

け
釜
石
市
は
、
こ
の
４
月
よ
り

復
興
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
施
策

を
横
展
開
す
る
。「
釜
石
リ
ー

ジ
ョ
ナ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

（
通
称
：
釜
援
隊
）
の
名
前
で

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
化
し
て
い

る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
復
興
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

成
果
を
支
え
て
い
る
ポ
イ
ン
ト

は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
さ
れ
て
い

る
。
ま
ず
は
徹
底
し
た
指
標
管

理
だ
。
前
述
の
「
代
表
性
の
あ

る
住
民
組
織
が
存
在
す
る
」
に

加
え
、「
住
民
に
よ
る
自
発
的

な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
」「
議

論
に
お
い
て
女
性
や
若
者
な
ど

の
意
見
が
吸
い
上
げ
ら
れ
て
い

る
」
な
ど
の
10
項
目
以
上
を
指

標
と
し
て
設
定
し
、
エ
ク
セ
ル

シ
ー
ト
で
地
域
ご
と
に
詳
細
に

管
理
。
そ
し
て
そ
れ
を
行
政
や

関
連
団
体
と
定
期
的
に
進
捗
確

認
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
す
る
こ

と
で
、
業
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

留
ま
ら
ず
、
セ
ク
タ
ー
を
越
え

た
関
係
者
間
で
の
ゴ
ー
ル
の
共

有
が
実
現
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
こ
う
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
今

後
釜
石
市
内
の
他
地
域
で
も
活

用
さ
れ
る
予
定
だ
。
ま
た
Ｒ
Ｃ

Ｆ
で
は
、
市
や
県
を
越
え
て
被

順
次
採
用
す
る
。

　
展
開
に
あ
た
り
、
市
は
ま
ず

市
内
の
被
災
地
区
の
リ
サ
ー
チ

を
行
っ
た
。
自
治
会
な
ど
住
民

組
織
や
生
活
応
援
セ
ン
タ
ー
等

の
行
政
組
織
な
ど
へ
集
中
し
て

ヒ
ア
リ
ン
グ
。
各
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
状

況
を
把
握
し
、
展
開
地
域
を
選

定
し
た
。
結
果
、
東
部
地
区
と

鵜
住
居
周
辺
の
地
区
を
重
点
地

区
と
設
定
し
4
月
か
ら
7
名
、

7
月
か
ら
さ
ら
に
7
名
が
採
用

さ
れ
る
予
定
だ
。

　「
各
地
域
で
固
有
の
状
況
が

あ
る
た
め
、
唐
丹
と
ま
っ
た
く

同
じ
形
で
や
る
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
」。
こ
う
話
す
の
は
、
リ

サ
ー
チ
や
役
場
内
調
整
を
行
う

釜
石
市
復
興
推
進
本
部
事
務
局

の
石
井
重
成
さ
ん
。
Ｒ
Ｃ
Ｆ
と

い
う
外
部
団
体
と
し
て
復
興

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
現
地
に

入
っ
た
唐
丹
と
異
な
り
、
釜
援

隊
の
メ
ン
バ
ー
は
各
地
域
の
中

心
的
な
住
民
団
体
・
組
織
に
派

遣
さ
れ
る
か
た
ち
と
な
る
。
そ

れ
ぞ
れ
は
別
の
団
体
に
属
し
な

が
ら
、
横
串
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
行
う
こ
と
で
成
果
を
最
大
化

す
る
と
い
う
狙
い
だ
。
４
月
か

ら
活
動
を
開
始
す
る
7
名
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
役
に
は
、
唐
丹
に

入
っ
て
い
た
Ｒ
Ｃ
Ｆ
メ
ン
バ
ー

も
参
加
す
る
体
制
だ
。

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
は
、

唐
丹
で
行
わ
れ
て
い
た
業
務
管

理
や
指
標
管
理
に
加
え
て
、
釜

援
隊
内
に
お
け
る
ノ
ウ
ハ
ウ
共

有
や
、
地
域
を
ま
た
が
っ
て
の

リ
ソ
ー
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
が
行
わ
れ

る
。
各
地
域
の
課
題
や
状
況
を

共
有
し
な
が
ら
、
チ
ー
ム
と
な

り
一
緒
に
解
決
し
て
い
く
形
だ
。

こ
う
し
た
一
つ
ひ
と
つ
の
ス
キ
ル

が
少
し
ず
つ
各
地
域
に
根
付
い

て
い
く
こ
と
は
、
長
期
的
に
見

て
こ
の
施
策
の
大
き
な
意
義
だ

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

指
標
設
定
と

綿
密
な

業
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

市
内
他
地
域
で
の

横
展
開
を
開
始

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ス
キ
ル
を
地
域
に

根
付
か
せ
る

唐丹町で活動するＲＣＦの復興コーディネーター。
右から山口幹生さん、山口里美さん、釜援隊として
採用が決まった下川翔太さん

釜石市 復興推進本部
事務局の石井重成さん
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　大槌町で初めてのイタリアンレストラン
ができた。
　大槌町市街から、右に海岸線を辿りな
がら東へ。漁港を過ぎたあたりで左の小道
に入り、少し坂を登ったところに、木造の
ロッジが見える。濃い緑の看板が柔らかく
太陽の光を反射させていた。看板の「BAR
LITO」の意味を聞くと、「もう何度説明し
たことか」とオーナーシェフの木村省太さ
んは笑った。はにかむように笑う口元が優
しい。細身の身体に、カールした黒髪。
　釜石の県立病院で調理師として働いて
いた木村さんは、震災で職を失った。「お
おつちありがとうロックフェスティバル」
の開催に関わったり、「おらが大槌夢広
場」が運営する復興食堂の厨房で働くな
どをしながら、自身の店を持つ機会を模
索してきた。2012 年の 9月、おらが大槌
夢広場を通して、今の土地と仮設の小屋
を借りる話が来た時、迷いもあったが、
「これでやらないと、いつまたチャンスが
あるか分からない」と決意。11月いっぱ

いで復興食堂を退職すると、三ヶ月後の
2013 年 2月14日にイタリアンレストラ
ンを開業。事業資金は、内閣府の起業支
援事業から210 万円の助成を受けた。
　「BARLITO」は、バールリートと読み、
「浜辺の食堂」を意味するという。そこに
は地元の人が気軽によって食事を楽しめら
れるように、という思いが込められている。
　取材した日は3月上旬。開業から一ヶ
月に満たない。始めたばかりの経営業務
や料理の仕込みで、早朝から深夜まで働
きづめの一ヶ月だった。この日のランチも、
全 16席が埋まり、客が一度は入れ替
わっていた。特にピザはオープン記念で
半額にしていたのもあり、多い日は60枚
近く売れるという。
　ピザ生地を混ぜ、下地を作ると球状に
して発酵させる。夏なら1時間半で済む
が、冬場は3時間かかる。それを冷蔵庫
で一晩寝かせたら翌日、生地を伸ばして
400 度の釜で焼き上げる。1キロで8人
前なので、毎日8キロ近く仕込む。大槌

で初めてのイタリアンということもあるかも
しれない。お年寄りから子供まで、ピザ
は大好評だった。「パスタもすごくこだ
わっているんですけどね」と木村さんは笑
う。イタリアンにした理由は、自分が作る
のも食べるのも好きだったから。
　この一ヶ月間は、今日と明日のことに追
われていたが、地元から愛されていること
を実感する日々でもあった。実は、防潮堤
の盛土が始まるため、早くて今年の9月に
は、場所を移さなければいけなくなる。た
だ、お店としては「これからサービスも料
理も成長して、ずっと長く愛されるように育
てていきたいです」と木村さんは話す。
　この日は、風が強く、雲の流れも早い。
広い雲がしばらく陽を遮ったかと思えば、
いつの間にか窓から陽がさし込み、見上
げれば青空が広がっている。窓から外を
見れば、BARLITOの看板にも描かれてい
る、ひょっこりひょうたん島のモデルに
なったと言われる蓬莱島（ほうらいじま）。
小高い丘が二つ連なった姿を見せていた。

フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ

内
閣
府
の
支
援
事
業
で
起
業
。

レ
ス
ト
ラ
ン「
バ
ー
ル
リ
ー
ト
」

［14］
写
真
・
文
＝
岐
部
淳
一
郎

釜石

陸前高田

大船渡

盛岡

花巻

一関

遠野

宮古

山田

大槌
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ツ
ア
ー
参
加
の
半
数
が	

外
国
人
。
人
気
の
理
由

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
口
コ
ミ
で

外
国
人
フ
ァ
ン
を
集
め
て
い
る

の
は
、
観
光
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
会
社
「
美
ら
地
球
（
ち
ゅ
ら

ぼ
し
）」
が
運
営
す
る
「
飛
騨

里
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」。
英
語

の
堪
能
な
ガ
イ
ド
と
共
に
、
田

や
畑
や
森
、
古
民
家
や
蔵
や
町

屋
、
昔
な
が
ら
の
生
活
の
営
み

を
見
て
回
る
。
シ
ー
ズ
ン
中
は

月
に
約
千
人
に
な
る
利
用
者
の
、

約
半
数
弱
が
外
国
人
だ
と
い
う
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
他
に
も
、
地

元
の
伝
統
料
理
を
学
べ
る
ツ

ア
ー
、
大
工
の
棟
梁
と
共
に
町

を
歩
き
古
民
家
や
林
業
の
話
を

聞
け
る
ツ
ア
ー
、
冬
に
は
か
ん

飛ひ

だ騨
古ふ

る

か

わ川

観
光
先
、
移
住
先
と
し
て
の
地
方
の
可
能
性

　

飛
騨
高
山
の
中
心
街
か
ら
車

で
30
分
、
人
口
１
万
６
千
程
の

古
川
町
。
山
、
緑
、
水
田
、
茅

葺
き
屋
根
の
古
民
家
、
日
本
の

原
風
景
が
広
が
る
里
山
を
、
カ

ラ
フ
ル
な
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
に

乗
っ
た
欧
米
人
が
駆
け
抜
け
る
。

湧
水
場
で
自
転
車
を
停
め
、
居

合
わ
せ
た
お
年
寄
り
に
ガ
イ
ド

を
通
じ
話
を
聞
い
て
い
る
。

　

東
北
被
災
地
が
向
き
合
う
根
本
課
題
は
、
産
業
空
洞
化
や
過
疎
な
ど
、
日
本
全
国
の
地

方
地
域
の
抱
え
る
共
通
課
題
。
東
北
以
外
の
事
例
か
ら
目
指
す
べ
き
方
向
性
の
ヒ
ン
ト
を

模
索
す
る
本
シ
リ
ー
ズ
第
２
回
は
、
岐
阜
県
の
飛
騨
地
域
を
訪
れ
た
。

　

東
京
か
ら
移
住
し
５
年
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
ス
キ
ル
と
世
界
一
周
の
経
験
を
活
か
し
、

「
ク
ー
ル
な
田
舎
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
里
山
の
魅
力
を
国
内
・
海
外
へ

と
発
信
す
る
山
田
拓
（
た
く
）
さ
ん
に
、
話
を
う
か
が
っ
た
。

じ
き
を
履
い
て
雪
の
里
山
を
歩

く
ツ
ア
ー
や
、
祭
に
向
け
て
地

元
の
子
供
か
ら
大
人
ま
で
が
踊

り
や
お
囃
子
を
練
習
す
る
様
を

見
学
で
き
る
ツ
ア
ー
も
。

　

同
社
社
長
の
山
田
拓
さ
ん

（
38
）
は
東
京
の
外
資
系
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
を
退
職
し
、

夫
婦
で
約
２
年
間
の
世
界
旅
行

を
し
た
後
、
飛
騨
に
行
き
着
い

た
。
07
年
に
美
ら
地
球
を
創
業
。

外
国
人
観
光
客
を
迎
え
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
を
中
心
に

事
業
を
展
開
す
る
。
英
語
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「Rural Japan 

Explorer

」
で
は
、
外
国
人
向

け
に
日
本
の
里
山
文
化
を
発
信
、

田
舎
を
巡
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ツ

ア
ー
を
提
案
し
て
い
る
。
同
社

で
働
く
８
名
は
、
生
粋
の
地
元

民
１
名
を
除
く
と
全
員
が
Ｕ

タ
ー
ン
ま
た
は
Ｉ
タ
ー
ン
者
、　

か
つ
海
外
で
１
年
以
上
の
滞
在

経
験
が
あ
る
と
い
う
。

　

山
田
さ
ん
に
観
光
復
興
に
つ

い
て
聞
い
た
。「
旧
来
の
日
本
型

観
光
の
再
生
で
は
な
く
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
変
革
さ
せ
る
こ
と
が
１
つ
の

鍵
で
す
。
構
想
・
推
進
体
制
作

り
は
、
そ
の
地
域
し
か
知
ら
な

い
人
や
業
界
関
係
者
の
み
で
進

め
る
の
で
は
な
く
、
地
域
内
の

他
業
種
、
海
外
の
旅
行
業
関
係

者
、
旅
人
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

層
な
ど
を
迎
え
入
れ
、
共
に
作

り
上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
」。

　

同
社
の
事
業
の
着
想
も
、
旅

人
な
ら
で
は
の
蓄
積
に
基
づ
く
。

例
え
ば
サ
イ
ク
リ
ン
グ
事
業
は
、

山
田
さ
ん
自
身
が
体
験
し
た
ア

フ
リ
カ
と
南
米
の
ツ
ア
ー
を
基

に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。

　
「
日
本
に
来
る
外
国
人
は
旅

の
玄
人
。
彼
ら
が
求
め
る
の
は

そ
こ
で
し
か
で
き
な
い
体
験
な

の
で
す
」。

古
民
家
を
残
す
地
道
な

保
存
活
動

　

よ
そ
者
視
点
、
旅
人
視
点
で

価
値
を
感
じ
る
も
の
で
も
、
効

率
化
・
過
疎
化
な
ど
の
理
由
で

日
本
か
ら
消
え
去
り
つ
つ
あ
る

も
の
も
。
飛
騨
に
は
、
高
い
技

術
を
持
っ
た
匠
の
伝
統
を
受
け

継
ぐ
木
造
建
築
が
多
く
、
江

戸
・
明
治
期
か
ら
残
る
古
民
家

も
少
な
く
な
い
。
山
田
さ
ん
ら

は
09
年
か
ら
３
年
間
を
か
け
、

飛
騨
市
と
高
山
市
の
築
50
年
以

上
の
家
屋
約
千
二

百
戸
の
聞
き
取
り

調
査
を
実
施
し
た
。

結
果
３
割
以
上
が

居
住
者
２
人
以
下
。

高
齢
の
住
人
が
多

く
20
年
後
に
は
半

数
近
く
が
空
き
家

と
な
る
可
能
性
を
予
測
し
た
。

　

そ
こ
で
美
ら
地
球
が
始
め
た

の
は
、「
飛
騨
民
家
お
手
入
れ
お

助
け
隊
」。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
古
民
家
の
清

掃
・
手
入
れ
を
行
い
、
貴
重
な

伝
統
家
屋
を
後
世
ま
で
残
し
た

い
と
活
動
し
て
い
る
。
ま
た
最

近
は
、
空
い
て
い
る
古
民
家
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
設
備

を
整
え
、
数
週
間
か
ら
企
業
な

ど
に
貸
し
出
す
「
里
山
オ
フ
ィ

ス
事
業
」
も
開
始
。
都
会
の
喧

騒
を
離
れ
仕
事
を
し
た
い
Ｉ
Ｔ

関
連
企
業
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
事
務

所
な
ど
が
早
速
利
用
し
、
問
合

せ
も
相
次
い
で
い
る
と
い
う
。

移
住
者
拡
大
の
た
め
の

施
策
も

　

交
流
人
口
の
拡
大
に
加
え
、

同
社
は
移
住
者
の
拡
大
に
も
取

り
組
む
。
３
月
に
は
学
生
・
社

会
人
・
外
国
人
向
け
に
３
回
の

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
参
加
者
は

町
を
見
学
し
、
移
住
者
の
体
験

談
を
聞
き
、
理
想
の
暮
ら
し
に

つ
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
地

元
の
人
々
を
交
え
て
の
懇
親
会

を
行
っ
た
。

　
「
全
て
の
回
が
定
員
オ
ー
バ
ー

で
、
都
市
住
民
の
地
方
へ
の
関

心
の
高
ま
り
を
感
じ
ま
し
た
。

一
方
、
古
民
家
物
件
は
あ
る
か
、

仕
事
は
あ
る
の
か
と
の
質
問
も

多
く
、
都
市
生
活
的
な
、
個
人

視
点
の
強
さ
も
実
感
。
集
落
と

の
協
調
性
な
ど
、
地
方
の
住
民

視
点
を
理
解
し
て
い
る
人
は
少

な
く
、
こ
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
な
く

す
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
」。

　

山
田
さ
ん
自
身
も
５
年
、
地

域
を
学
び
、
受
け
入
れ
て
も
ら

う
努
力
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

　
「
ど
の
地
域
に
も
、
よ
そ
者

や
新
し
さ
と
い
っ
た
『
異
質
』

へ
の
敬
遠
は
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

地
域
に
そ
れ
ま
で
存
在
し
な

か
っ
た
か
ら
『
異
』
な
わ
け
で
、

実
は
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
機

能
を
担
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
特
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
担
え
る
な
ど
、
地

域
の
未
来
を
共
に
創
れ
る
人
材

が
来
て
く
れ
れ
ば
、
可
能
性
は

広
が
る
と
思
い
ま
す
」。

農村風景のサイクリングと、原生林のハイキ
ングがセットになったツアーに参加した。弁
当付き、約５時間、9,800 円。この日はアメリカ人カップルと共に。

町を流れる宮川。昔ながらの漁法「やな」で川魚を獲る文化が残っている。

古川町の中心街。昔ながらの風情がある町屋や蔵、用水路には鯉が泳ぐ。

日
本
の
里
山
は
世
界
の

注
目
の
的

　

飛
騨
古
川
に
は
世
界
中
か
ら

里
山
文
化
に
関
心
を
抱
き
、
研

究
す
る
訪
問
者
が
続
い
て
い
る
。

「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
に
残
す
べ
き

と
い
う
視
点
で
は
な
く
、『
持

続
可
能
な
社
会
』
に
必
要
な
要

素
が
里
山
に
あ
る
と
い
う
認
識

が
進
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
茅

（
か
や
）
は
収
穫
後
、
雪
囲
い

に
使
わ
れ
、
乾
燥
さ
せ
て
屋
根

材
に
使
わ
れ
、
家
畜
の
餌
と
な

り
、
排
泄
物
は
農
作
物
の
肥
料

と
な
る
。
こ
う
い
っ
た
循
環
型

の
暮
ら
し
は
日
本
の
地
方
に
多

く
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
世

界
中
の
社
会
で
必
須
の
考
え
方

と
な
る
は
ず
で
す
」。

　

散
策
し
、「
豊
か
な
」
町
だ

と
感
じ
た
。
自
然
が
あ
り
、
野

菜
の
物
々
交
換
な
ど
田
舎
の
生

活
の
営
み
が
あ
る
。
お
年
寄
り

と
移
住
し
た
若
者
、
外
国
人
が

和
や
か
に
会
話
を
し
て
い
る
。

５
年
後
、
10
年
後
の
東
北
の
ヒ

ン
ト
に
、
ぜ
ひ
観
光
や
ま
ち
づ

く
り
に
携
わ
る
人
々
に
訪
れ
て

も
ら
い
た
い
。

vol.2

福
島
大
学
が
「
復
興
塾
」を
開
講

県
の
未
来
担
う
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

　

福
島
大
学
が
、
震
災
と
原

発
事
故
か
ら
の
復
興
を
担
う
人

材
を
育
成
す
る
「
ふ
く
し
ま
復

興
塾
」
を
５
月
に
開
講
す
る
。

 　
こ
れ
は
、
11
年
４
月
に
同

大
学
内
で
設
置
さ
れ
た
「
う

つ
く
し
ま
ふ
く
し
ま
未
来
支

援
セ
ン
タ
ー
」
と
、
県
ゆ
か

り
の
企
業
経
営
者
な
ど
が
共

同
で
開
講
す
る
も
の
。
開
講

に
当
た
り
、「
復
興
応
援　

キ
リ
ン
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
環
で
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
か
ら

２
千
万
円
の
支
援
金
が
助
成

さ
れ
た
。

　

期
間
は
13
年
5
月
～
12
月

の
８
か
月
間
で
、
約
20
回
の

講
義
。
対
象
は
、
福
島
復
興

の
志
と
未
来
を
担
う
覚
悟
を

持
つ
20
～
30
代
の
男
女
で
、

定
員
20
名
程
度
。
４
月
12
日

ま
で
に
ウ
ェ
ブ
の
エ
ン
ト
リ
ー

フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
む

（
選
考
あ
り
）。
初
年
度
は
学

習
テ
ー
マ
と
し
て
、「
福
島
の

食
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」、「
新
産

業
の
創
設
」、「
震
災
を
乗
り

越
え
た
文
化
の
醸
成
」、「
子

供
の
育
成
環
境
の
構
築
」
の

4
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

　

講
師
を
務
め
る
メ
ン
タ
ー

と
し
て
、
福
島
大
行
政
政
策

学
類
の
丹
波
史
紀
准
教
授
、

浪
江
町
復
興
推
進
課
の
玉
川

啓
主
幹
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
世
界

連
邦
運
動
協
会
の
木
戸
寛
孝

常
務
理
事
、
福
島
県
出
身
で

求
人
メ
デ
ィ
ア
等
を
手
掛
け

る
加
藤
博
敏
氏
ら
が
参
加
。

原
発
警
戒
区
域
や
、
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
実
習
、
復
興
現
場
で

活
躍
す
る
第
一
人
者
に
よ
る

講
義
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

　

問
合
わ
せ
先
は
ウ
ェ
ブ
、

も
し
く
は
「
ふ
く
し
ま
復
興

塾
」
実
行
委
員
会
（
℡

024-548-8272

）。

話を伺った「美ら地球」の山田
拓さん。東京から移住。２児の
父、町内会役員も務める。

　大槌町で初めてのイタリアンレストラン
ができた。
　大槌町市街から、右に海岸線を辿りな
がら東へ。漁港を過ぎたあたりで左の小道
に入り、少し坂を登ったところに、木造の
ロッジが見える。濃い緑の看板が柔らかく
太陽の光を反射させていた。看板の「BAR
LITO」の意味を聞くと、「もう何度説明し
たことか」とオーナーシェフの木村省太さ
んは笑った。はにかむように笑う口元が優
しい。細身の身体に、カールした黒髪。
　釜石の県立病院で調理師として働いて
いた木村さんは、震災で職を失った。「お
おつちありがとうロックフェスティバル」
の開催に関わったり、「おらが大槌夢広
場」が運営する復興食堂の厨房で働くな
どをしながら、自身の店を持つ機会を模
索してきた。2012 年の 9月、おらが大槌
夢広場を通して、今の土地と仮設の小屋
を借りる話が来た時、迷いもあったが、
「これでやらないと、いつまたチャンスが
あるか分からない」と決意。11月いっぱ

いで復興食堂を退職すると、三ヶ月後の
2013 年 2月14日にイタリアンレストラ
ンを開業。事業資金は、内閣府の起業支
援事業から210 万円の助成を受けた。
　「BARLITO」は、バールリートと読み、
「浜辺の食堂」を意味するという。そこに
は地元の人が気軽によって食事を楽しめら
れるように、という思いが込められている。
　取材した日は3月上旬。開業から一ヶ
月に満たない。始めたばかりの経営業務
や料理の仕込みで、早朝から深夜まで働
きづめの一ヶ月だった。この日のランチも、
全 16席が埋まり、客が一度は入れ替
わっていた。特にピザはオープン記念で
半額にしていたのもあり、多い日は60枚
近く売れるという。
　ピザ生地を混ぜ、下地を作ると球状に
して発酵させる。夏なら1時間半で済む
が、冬場は3時間かかる。それを冷蔵庫
で一晩寝かせたら翌日、生地を伸ばして
400 度の釜で焼き上げる。1キロで8人
前なので、毎日8キロ近く仕込む。大槌

で初めてのイタリアンということもあるかも
しれない。お年寄りから子供まで、ピザ
は大好評だった。「パスタもすごくこだ
わっているんですけどね」と木村さんは笑
う。イタリアンにした理由は、自分が作る
のも食べるのも好きだったから。
　この一ヶ月間は、今日と明日のことに追
われていたが、地元から愛されていること
を実感する日々でもあった。実は、防潮堤
の盛土が始まるため、早くて今年の9月に
は、場所を移さなければいけなくなる。た
だ、お店としては「これからサービスも料
理も成長して、ずっと長く愛されるように育
てていきたいです」と木村さんは話す。
　この日は、風が強く、雲の流れも早い。
広い雲がしばらく陽を遮ったかと思えば、
いつの間にか窓から陽がさし込み、見上
げれば青空が広がっている。窓から外を
見れば、BARLITOの看板にも描かれてい
る、ひょっこりひょうたん島のモデルに
なったと言われる蓬莱島（ほうらいじま）。
小高い丘が二つ連なった姿を見せていた。

フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ

内
閣
府
の
支
援
事
業
で
起
業
。

レ
ス
ト
ラ
ン「
バ
ー
ル
リ
ー
ト
」

［14］
写
真
・
文
＝
岐
部
淳
一
郎

釜石

陸前高田

大船渡

盛岡

花巻

一関

遠野

宮古

山田

大槌
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復興イチゴ、出荷中！

加
す
る
た
め
だ
。
被
災
現
場
を

見
て
は
、「
何
を
伝
え
た
い
の
か
」

と
取
材
レ
ポ
ー
ト
の
執
筆
を
繰
り

返
し
た
。

　
「
風
化
に
抗
う
た
め
に
何
が

で
き
る
？
」
何
度
も
自
分
に
問

い
か
け
た
。
で
も
答
え
は
見
つ

か
ら
な
い
。
ス
キ
ル
も
な
い
、

お
金
も
な
い
、
東
京
の
小
娘
。

無
力
感
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

　

１
週
間
ほ
ど
経
っ
た
あ
る
日
、

語
り
部
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
ん

に
、
津
波
の
被
害
に
遭
っ
た
若
林

区
荒
浜
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。

　
「
最
初
は
思
い
出
す
の
が
辛

く
て
、
正
直
や
り
た
く
な
か
っ

た
」。
車
を
運
転
し
な
が
ら
ぽ

つ
り
と
呟
い
た
。「
で
も
、
も
う

自
分
と
同
じ
思
い
を
す
る
人
を

見
た
く
な
い
。
だ
か
ら
伝
え
る

こ
と
に
し
た
ん
だ
よ
」。

　

青
春
時
代
、
浜
で
釣
り
や
花

火
を
し
た
こ
と
を
、
懐
か
し
そ

う
に
語
っ
て
く
れ
た
。　

　

こ
の
時
、
あ
る
決
意
が
生
ま
れ

た
。「
彼
の
”
代
役
“に
な
る
」。

　

一
人
ひ
と
り
が
出
会
っ
た
人

に
自
分
の
見
た
こ
と
・
聞
い
た

こ
と
を
直
接
伝
え
る
こ
と
（
＝

語
り
部
に
な
る
）。
地
味
で
は
あ

る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
風
化

の
抗
い
の
、
一
番
の
力
に
な
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
―
―
。

　

３
週
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
終

え
て
帰
京
し
た
私
は
、
現
在
新

聞
記
者
を
目
指
し
就
職
活
動
中
。

い
つ
か
立
派
な
「
語
り
部
記
者
」

に
な
っ
て
、
運
転
手
さ
ん
に
ま

た
会
い
に
行
き
た
い
。（
Ｎ
）

　

約
2
年
勤
め
た
会
社

を
１
月
末
に
飛
び
出
し
、

そ
の
２
週
間
後
、
私
は

仙
台
に
い
た
。
河
北
新

報
社
の
イ
ン
タ
ー
ン
に
参

　

石
巻
駅
か
ら
車
で
30
分
。
宮

城
県
牡
鹿
半
島
の
根
元
に
、
折

浜
（
お
り
の
は
ま
）
と
蛤
浜

（
は
ま
ぐ
り
は
ま
）
と
い
う
小
さ

な
集
落
が
並
ん
で
い
る
。

　

津
波
に
よ
っ
て
漁
船
や
漁
具

は
す
べ
て
流
さ
れ
、
両
浜
あ
わ

せ
て
２
軒
あ
っ
た
牡
蠣
の
剥

（
む
）
き
場
も
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
た
。
昔
は
牡
蠣
の
養
殖

や
定
置
網
漁
を
行
う
活
気
あ
る

漁
港
だ
っ
た
が
、
漁
業
者
は
震

災
前
で
10
世
帯
、
震
災
後
は
５

世
帯
に
ま
で
減
っ
た
。　
　
　
　

　

震
災
後
、
両
浜
の
漁
師
が
共

同
で
漁
業
を
再
開
。
地
盤
沈
下

し
た
護
岸
の
か
さ
上
げ
を
経
て
、

昨
年
12
月
に
牡
蠣
の
剥
き
場
が

再
建
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
今
年
２
月
か
ら
、
こ

の
牡
蠣
の
剥
き
場
を
、
ホ
ー
ム

レ
ス
や
生
活
保
護
受
給
者
な
ど
、

就
労
困
難
者
向
け
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
場
と
し
て
活
用
す
る
試

み
が
始
ま
っ
た
。
折
浜
・
蛤
浜

の
漁
師
た
ち
と
、
震
災
直
後
か

ら
浜
を
支
援
し
続
け
て
き
た
公

益
財
団
法
人
共
生
地
域
創
造
財

団
（
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
が
共
同
で
立

ち
上
げ
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ね
ら
い

は
、
大
き
く
３
つ
あ
る
。
一
つ

は
就
労
困
難
者
へ
研
修
や
社
会

参
加
の
場
を
提
供
し
、
社
会
復

帰
の
後
押
し
を
す
る
こ
と
。
継

続
し
て
関
わ
れ
る
よ
う
、
日
当

も
支
給
す
る
。
次
に
、
漁
師
支

援
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
扱
う
牡

蠣
を
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
が
買
い
取
り
、

漁
師
の
収
入
源
担
保
と
、
新
た

な
販
路
開
拓
を
行
う
。
最
後
に
、

漁
業
に
関
わ
る
人
を
増
や
し
、

人
材
不
足
を
将
来
的
に
解
消
す

る
こ
と
だ
。

　

仕
組
み
は
こ
う
だ
。
折
浜
・

蛤
浜
の
漁
師
が
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
に
剥

き
場
の
一
角
を
貸
し
出
し
、
そ

こ
に
就
労
困
難
者
が
研
修
生
と

し
て
通
う
。
研
修
生
は
、
漁
師

た
ち
が
収
穫
し
た
牡
蠣
の
殻
を

洗
っ
て
箱
詰
め
し
、
そ
れ
を
Ｆ

Ｃ
Ｃ
Ｃ
が
買
い
取
る
。
牡
蠣
は
、

浜
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
訪
れ
た

人
な
ど
、
浜
と
縁
深
い
人
を
は

じ
め
、
消
費
に
よ
っ
て
浜
の
漁

業
を
支
援
し
た
い
と

望
む
全
国
の
消
費
者

に
届
け
ら
れ
る
。

　

蛤
浜
の
漁
師
、
亀

山
秀
雄
さ
ん
は
「
今

ま
で
た
く
さ
ん
の
方

に
お
世
話
に
な
っ
た

け
れ
ど
、
そ
の
方
た

ち
に
は
直
接
恩
返
し

が
で
き
な
い
。
研
修

生
へ
場
所
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
役
に
立

て
れ
ば
こ
ん
な
う
れ

し
い
こ
と
は
な
い
」
と

話
す
。

東北一のイチゴの産地、宮城県亘理（わたり）郡。淡い
色味が特徴の最高品種、桃薫（とうくん）の甘さたるや！

牡
蠣
の
剥
き
場
で
就
労
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
!?

　

折
浜
・
蛤
浜
の
漁
師
た
ち
の

「
恩
送
り
」（
誰
か
か
ら
受
け
た

恩
を
、
直
接
返
す
の
で
は
な
く

別
の
人
に
送
る
こ
と
）
の
想
い

を
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
に
よ
る
地
域
密

着
型
支
援
が
支
え
る
。

　

一
方
的
・
一
時
的
な
支
援
で

は
な
く
、
ヒ
ト
・
カ
ネ
・
モ
ノ

が
循
環
す
る
こ
の
仕
組
み
は
、

継
続
可
能
で
、
他
の
産
業
に
も

転
用
で
き
る
と
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
事

務
局
長
の
蓜
島
（
は
い
じ
ま
）

一
匡
さ
ん
は
話
す
。

　

浜
か
ら
出
荷
さ
れ
る
殻
付
き

牡
蠣
の
販
売
想
定
価
格
は
、
２

キ
ロ
３
千
円
。
ま
ず
は
、
５
月

末
ま
で
に
２
千
箱
の
販
売
を
目

指
し
、
利
益
を
今
後
の
研
修
費

用
に
還
元
す
る
。

　

こ
の
事
業
モ
デ
ル
は
、
漁
師

や
就
労
困
難
者
、
一
般
消
費
者

な
ど
、
関
わ
る
人
誰
も
が
損
を

し
な
い
。
試
み
の
運
用
は
ま
だ

始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
今
後

も
携
わ
る
人
た
ち
を
増
や
し
な

が
ら
、
就
労
困
難
者
の
未
来
と
、

後
継
者
不
足
に
悩
む
漁
業
を
つ

な
げ
て
解
決
に
導
く
一
手
に
な

る
だ
ろ
う
。

体験工房もあり、飲んでよし、食べてよし、作ってよしの「いか徳利」
と、日本酒の愛は永遠に。

日本酒飲みこなし上級者向け!?
コレで今年の花見はヒーローだ

木村商店　いか徳利

　

刺
身
、
一
夜
干
し
、
そ
う
め
ん
、

て
ん
ぷ
ら
、
リ
ン
グ
、
塩
辛
、
そ

し
て
ス
ル
メ
・
・
・
。
こ
れ
ま
で

幾
度
と
な
く
、
大
抵
は
お
酒
の
席

に
お
い
て
、
そ
の
姿
・
形
を
変
え

い
つ
も
私
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た

「
イ
カ
」。
そ
ん
な
旧
知
の
イ
カ
が
徳

利
と
し
て
も
活
躍
を
し
て
い
る
の

を
知
り
、
改
め
て
魅
力
を
感

じ
た
の
は
つ
い
先
日
の
こ
と

だ
。
ま
さ
に
噛
め
ば
噛
む
ほ

ど
味
の
出
る
食
べ
物
で
あ
る
。

　

真
イ
カ
の
胴
を
天
日
乾
燥
さ

せ
た
木
村
商
店
の
「
い
か
徳
利
」

は
、
岩
手
で
は
古
く
か
ら
通
な

地
元
の
方
々
に
愛
さ
れ
て
き
た
。

熱
燗
か
ら
「
い
か
徳
利
」
に
移

し
替
え
ら
れ
た
日
本
酒
は
、
10

分
ほ
ど
で
よ
り
マ
イ
ル
ド
な
味

わ
い
と
な
り
一
層
酔
わ
せ
上
手

に
な
る
。
セ
ク
シ
ー
な
く
び
れ

か
ら
ト
ク
ト
ク
音
を
響
か
せ
、

お
猪
口
に
注
が
れ
る
の
を
眺
め

て
い
る
だ
け
で
、
ウ
ッ
ト
リ
と

酔
い
が
回
っ
て
し
ま
う
か
ら
要

注
意
だ
。
さ
ら
に
最
後
は
徳
利

自
身
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
酒
の
染
み
た
イ
カ
を
肴
に
、

イ
カ
の
効
い
た
日
本
酒
を
愛
で

る
。
こ
れ
ぞ
日
本
酒
飲
み
こ
な

し
の
上
級
者
だ
ろ
う
。

こ
の
他
「
三
陸
の
お
母

ち
ゃ
ん
の
味
」
を
目
指
す
同

社
の
サ
イ
ト
に
は
、
黒
潮
と

親
潮
が
出
会
う
三
陸
山
田
の

前
浜
で
採
れ
た
新
鮮
な
食
材

を
使
っ
た
商
品
が
並
ぶ
。
い

か
徳
利
に
加
え
、
甘
酢
漬
や

干
物
等
、
一
手
間
か
か
っ
た

こ
だ
わ
り
の
お
つ
ま
み
を

３
０
０
円
～
５
０
０
円
程
度

か
ら
選
べ
る
の
が
嬉
し
い
。

も
う
す
ぐ
美
し
い
桜
を

眺
め
な
が
ら
日
本
酒
を
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
が
や
っ
て
く

る
。
み
ん
な
が
集
ま
る
パ
ー

テ
ィ
ー
で
、
ち
ょ
っ
と
気
の

効
い
た
手
土
産
を
持
参
す
る

の
は
モ
テ
る
男
の
秘
訣
。
今

年
の
花
見
は
「
い
か
徳
利
」

で
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
ろ
う
と
密

か
に
企
ん
で
い
る
。（
Ｋ
）

ホ
ー
ム
レ
ス
・
生
活
保
護

受
給
者
へ
の
支
援
で 

﹁
恩
送
り
﹂
の
想
い
支
え
る

就労トレーニングを行う生活保護受給者
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